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多様性を活かせる組織を目指して
～活動の仕方改革～

１９５０年６月３日、西宮青年会議所は、「青年としての英知と勇気と情熱を結集し、修練・奉仕・友
情の三信条のもと、明るい豊かな社会を築き上げ、恒久的世界平和の実現に寄与する」という崇高な目
的をもって設立されました。私たち青年会議所は、２０歳から４０歳までの限られた時間の中で青年が
集い、そして巣立っていく組織です。その性質上、常に人の入れ変わりは自然と起こります。しかし、
組織の仕組み自体は良い意味でも悪い意味でも変化しにくい性質もあり、変えるべきところは変えてい
く必要があると私は考えました。

世界でも稀に見る単一性を持ったこの日本においても、これからの時代は多様性を尊重せずには発展し
ていくことはできません。人種、国籍、宗教、信条、障がい、性別、年齢等、様々な個性を認め合い協
力し、お互いをより高め合うことで組織はさらに強く大きく成長することができます。３０年間続いた
平成の時代も終わりが来ようとしている今、これからさらに続く未来へ向けて今一度私たち自身を省み、
この組織が活き活きと躍動し続けられるよう、本年２０１８年は組織改革ワーキンググループを発足さ
せ、組織のあるべき姿を見つめる議論を重ねました。そしてここに本年からの５年間という中長期的な
未来に向けた実行計画を纏めます。この計画が常に理想的な組織のあり方のガイドラインとなり、ひい
ては、西宮青年会議所がこのような計画さえ必要とされない理想的な組織へと柔軟に姿を変えながら発
展し続けることを切に願います。

新しい時代を切り開いていくために、組織を常に新しく作り変えていこうではありませんか。設立以来
脈々と受け継いできたプラットフォームを活かしながらも、時の流れを敏感に感じ取り、変化を恐れず、
的確な取捨選択をしながら新しい価値観を取り入れていきましょう。何よりも、明るい豊かな社会を築
き上げるという設立より変わらぬ目的を達成するために。

２０１８年１１月
第６８代理事長 森本邦裕



一般社団法人西宮青年会議所 中長期計画（案）（２０１８年～２０２２年）
２０１８年（初年度） ２０１９年（２年目） ２０２０年（３年目） ２０２１年（４年目） ２０２２年（５年目）

会員の
多様性

・３０歳未満の会員の入
会数目標及び手法の検討
【拡大育成委員会】
・なでしこ部会検討グ
ループ設置準備
【組織改革特別委員会】
・準会員制度の調査
【組織改革特別委員会】

・なでしこ部会検討グルー
プ設置 【代表者（投票）
及び女性メンバー有志】
・拡大への女性会員の登用
【拡大育成委員会】
・３０歳未満の会員拡大推
進 【拡大育成委員会】
・準会員制度の調査
【検証担当者・委員会】

・準会員制度の調査
【検討担当者・委員会】

・準会員制度創設の検討
【組織改革検討グループ】 ・準会員制度創設

認知度
品格

・広報への補助金活用の
検討、情報収集
【広報渉外委員会】
・通年ボランティア実施
の検討
【組織改革特別委員会】
・マナーの明文化
【組織改革特別委員会】

・広報への補助金活用
【広報渉外委員会】
・広報についてのコンサル
ティング活用の検討
【広報渉外委員会】
・対外事業の２カ月前審議
【まちづくり、青少年等】
・通年ボランティア実施
【広報渉外or公認部会】

・広報についてのコンサ
ルティング活用
【広報渉外委員会】

会員同士の
つながり

・公認部会制度の創設
【組織改革特別委員会】

・公認部会のＰＲ強化
【各部会】
・新会員との交流の強化、
例会後の合同懇親会
【各委員会】

仕事・家庭
との

バランス

・新旧合同引き継ぎ会議
の実施
【各委員会】
・引継ぎのシステム化
【組織改革特別委員会】

・ＪＣＩ公式プログラム活
用推進
【研修委員会】
・システム化された引継ぎ
の実施
【各委員会】

・早朝会議（朝活）の導
入
【７０周年実行委員会】

・ＪＣＩ公認プログラムの
受講を委員長要件にする
【組織改革検討グループ】

・全役員のＪＣＩ公式プ
ログラムの受講

その他
・組織改革を検証するシ
ステムの構築
【組織改革特別委員会】

組織改革の検証の実施
【検証担当者・委員会】
・ダイナースカード活用推
進方法の検討
【事務方】

・ダイナースカード加入、
年会費決済の推奨
【事務方】

・組織改革検討グループの
設置
・役員選挙の立候補制導入
の検討
【組織改革検討グループ】

・役員選挙の立候補制
（公約を掲げた選挙）
・中長期計画実施報告書
の作成
【検証担当者・委員会】

備 考 兵庫ブロック会長輩出 ７０周年



家庭・仕事のバランス

会員同士のつながり

ビジネス
開発部の活用

会議内容の
明確化・準備

進め方は委員長
によって様々

進め方の具体的な
方法が委員長任せ

委員会より理事会
が長くなりがち

会議のプロが
理事にもいない

仕事のつながり
事例紹介

ビジネス交流会
の開催

ビジネスでの悩
みごとを相談で
きる関係づくり

新会員の任意によ
る、新会員との合

同懇親会
新会員との交流

昨年実施された
様な新会員の既
存委員会への懇
親会参加など

強制ではなく
きっかけづくり

例会終わりの設営
委員会との新会員

との交流会

スタッフでの
ゴールの共有

委員長研修は
事務的な内容のみ

長年続いた良い
取組が途切れた

ＪＣＩ公式
プログラムによる
研修を全員で受講

引継ぎを見直す

会議冒頭での
改善案

掘り下げた
問題点

導き出した
実施案

ワーキンググループ 協議内容まとめ
～本当の問題点は何か～

同研修の講了を
委員長要件とする

直接的な売上は
求めていない
（人が多い）

部会が会員に
周知されていない

堂々と広報、ＰＲが
出来る公認部会制度

１／３



認知度について

外部周知

告知期間が
短い

対外事業の
２ヶ月前審議

議案が同じ様な所
で毎度詰まり
審議が通らない

引継ぎを見直す

現在の引継ぎは？

究極の自主性
による引継ぎ

集まるメンバー
が不安定

事前資料、
事前読込の不足

チェック
機構がない

素人の広報

受け身の委員長

歴の浅い人間が
受けざるを得ない

委員長やりたい人
が出てこない

結局拡大の問題で
もある

事業参加率の
少なさ

新旧合同
役員会議の実施

新旧上役、
３役揃っての引継ぎ会議

研修受講を
委員長要件とする

委員長としての
資質、知識不足

ワーキンググループ 協議内容まとめ
～本当の問題点は何か～ ２／３

会議冒頭での
改善案

掘り下げた
問題点

導き出した
実施案



立候補者による理事選挙が出来る組織を

理事候補が目指す
事を先に知りたい

公約を掲げての
理事選挙

理想の組織に向けて

現状で実行する
と理事が決まら

ない

歴の長いメン
バーが不足

一般社団法人の
ルール

有資格者全員選挙の
廃止

※選ばれた理事の中から
理事長を決定するという
決まり

候補者の指針を
見聞きしてメンバー
が是非を決めるべき

若いメンバーを
積極的に集める

時間が自由に
なりにくい

ビジネス的に
未成熟、

金銭的に厳しい

ビジネス開発部
の活用

朝活等、
晩以外の活動

３０歳未満新会
員入会者数目標

数を求める拡大
資金不足が背景

賛助会員の充実

ダイナース
カードの活用

ワーキンググループ 協議内容まとめ
～本当の問題点は何か～ ３／３

会議冒頭での
改善案

掘り下げた
問題点

導き出した
実施案



新会員との
合同懇親会

例会後の
新会員交流会

公認部会
制度

ビジネス
開発部

部会が
広く会員に
認知される

ビジネス
信頼関係

強制ではない
きっかけ提供

仕事の繋がり
事例が充実

新会員との
交流

会員同士のつながり
が強化される

ＪＣＩ公式
プログラム

引継ぎの
見直し

研修事項
委員長要件

委員会の
水準向上

理事会の
効率改善

理事全員が
会議のプロ

委員長研修
の質向上

良い取組の
確実な引継

会議内容の
明確化・準備

スタッフでの
ゴールの共有

家庭・仕事とのバランス
を保てるようになる

新旧合同
役員会議

新旧合同
役員会議

研修受講
委員長要件

スタッフ全員
の引継ぎ

自分から
手を挙げる委員長

委員長の資質
知識向上

事前読込による
引継の質向上

上役による
引継漏れ防止

良質な引継ぎ
システム確立

スムーズな審議可決へ
繋がる引継ぎ

ワーキンググループ 協議内容まとめ
～何を解決、達成するか～

達成される
改善点

実行する
実施案

解決される
問題点１／２



引継ぎの
体制が改善

対外事業の
２月前審議

広報手法の
確実な継承

充分な
告知期間

認知度の向上

スムーズな審議可決へ
繋がる引継ぎ

要点を押さ
えた議案

ビジネス
開発部

朝活等晩以外
の活動

３０歳未満
入会数目標

時間が自由に
なりにくい

若いメンバー
ビジネス発展

３０歳未満
入会数目標

賛助会員
拡充

ダイナース
カード

会員の年会費
以外の収入源

歴の長い
メンバー増

量ではない
質重視の拡大

積極的な
理事の立候補

公約を掲げ
理事選挙

有資格者
全員選挙廃止

理事候補の
目指す事を
先に知られる

候補者の指針を
見聞きしてメンバー
が是非を決める

立候補者による理事選挙が出来る組織

ワーキンググループ 協議内容まとめ
～何を解決、達成するか～

達成される
改善点

実行する
実施案

解決される
問題点２／２



ビジネス開発部等
部会の活用

早朝会議
(朝活)導入

準会員制度
創設

将来の理事候補
になる若いメン
バーのビジネス

発展

多様性のある
会員構成

時間の調整、
自由が利かない

会員

ビジネスや
経済的に

未成熟の会員

中長期計画実施の項目別 背景と目的
（会員の多様性） １／５



対外事業の
２ヶ月前審議

広報への
補助金活用

広報コンサルティ
ング

通年ボランティア

認知度と
事業の動員数増

対外事業の
告知期間不足

素人の広報

広報に使える
予算が少ない

マナー明文化

事業以外での
認知度及び

イメージアップ

青年会議所の
イメージ、
低い認知度

引継ぎの
システム化 広報手法の

発展及び
確実な継承

中長期計画実施の項目別 背景と目的
（認知度・品格） ２／５



公認部会制度

新会員との交流の
強化

ビジネス面での
会員同士の
強い繋がり

ビジネスの悩み
を相談出来る
関係づくり

周知されていな
い部会の存在

強制ではない
新会員との交流

きっかけ
例会後の合同懇親

会

部会による
交流機会の増加

ビジネス開発部等
部会の活用

既存会員と新会
員のスムーズな

親睦

中長期計画実施の項目別 背景と目的
（会員同士のつながり） ３／５



ＪＣＩ公認プログ
ラムの受講

引継ぎの
システム化

システム化によ
る確実な引継ぎ

自主性による
引継ぎ

資質、知識不足

受け身で
引き受ける役職

委員会運営
および事業の

水準向上

新旧合同引き継ぎ
会議の実施

自分から手を挙
げ挑戦する役職

通らない審議と
増える会議時間

スムーズな
審議可決、
委員会運営

中長期計画実施の項目別 背景と目的
（仕事・家庭とのバランス） ４／５



組織改革の確実な
履行と不具合の修正

組織改革の
検証実施システム

中長期計画報告書

中長期計画実施の項目別 背景と目的
（その他） ５／５



「改革の志士」名簿

【２０１１年度入会】 大前 春代

【２０１３年度入会】 中野 郁吾

【２０１４年度入会】 冨本 隆介

【２０１５年度入会】 熊谷 悟 長谷川 哲 藤永 雅也

【２０１６年度入会】 坂上 千明 篠田 憲一 原田 和昌

【２０１７年度入会】 朝野 亘 井筒 健史 上田 和毅 川﨑 人志 川瀬 佑治

近藤 仁史 古寺 俊祐 白井 恒佑 谷岡 雄介 仲村 亮介

山下 侑士 渡辺 敬介

【副理事長】 西中 督（座長）

【常任理事】 山上 吉法

【組織改革特別委員会】 林 大輔 （理事委員長、事務局長）

俵 稔 （副委員長、事務局次長）

坂戸 孝行 中原 陽介 （運営幹事）

赤井 智顕 木嶋 将人 南迫 吉洋 城 千尋 （委員）



ワーキンググループ日程、実施内容

開催スケジュール
参加人数
（ＷＧメン
バー）

現状分析・
施策の洗い出し

中長期計画
の策定

定款・各種規程
組織改革宣言

策定

３月１９日 １３人 説明会

４月１８日 １４人 現状分析

５月２１日 １４人 施策の考案

６月１３日 １０人 計画案作成

７月１８日 １１人 計画案修正

８月１７日 １１人 採決

９月１２日 １１人 変更案・宣言案
作成

１０月１５日 １３人 採決



結びに（担当委員長総括）
西宮青年会議所には長い歴史と力強い伝統があり、私達はその中で築かれた制度や習慣の中で貴重な学びの機会を享受して
います。しかしながら、時代が変化する中で西宮青年会議所に求められることも変化していきます。より良い西宮のまちを創る
「奉仕」を信条として掲げる私達には、変化していくまちの需要に応え続けることができる、様々な価値観を持つ青年が集う多様
性のある組織への変革が求められています。

そこで、２０１８年度一般社団法人西宮青年会議所 第６８代 森本 邦裕 理事長のもと、私が組織改革特別委員会理事委員
長を仰せつかりました。
５年後、１０年後の未来を見据え、変化していく社会の中でも、多様性のある会員が活き活きと活躍し変化していくまちの需要に
応え続ける運動を展開できる組織であり続けるためには、役員だけで全てを決めるのではなく、これからの西宮青年会議所を
担っていく若手メンバーとともにこの組織の未来を考えていくことが必要であると考え、この組織改革ワーキンググループを発足
し、年間を通して全８回開催させていただきました。

まず最初に、組織の本質を見つめ直した上で、良いところをより伸ばし、悪いところを改善するための施策の考案を行いました。
続いて、考案した施策の中で緊急度、重要度を元に優先順位を定め、２０１８年度から２０２２年度までの中長期計画として取り
まとめました。
最後に、会員が仕事や家庭との良好なバランスを保ちながら活動できる制度や仲間との絆を深められる制度を創るための規程
変更について協議し、一年間の組織改革に向けた活動を受け継いでいくための「多様性を活かせる組織を目指して ～活動の
仕方改革～」と題した組織改革宣言を制定いたしました。

この一年間、公募により組織改革ワーキンググループに参加いただいた２１名の「改革の志士」たちとともに創り上げた中長期
計画や各種規程、組織改革宣言が、時代が流れる中でも、それぞれの時代の青年が多様な個性を発揮し、その時代の西宮の
まちに求められる運動を展開することができる組織の礎となっていくことを確信しております。
最後に、私自身はあと１０年間、西宮青年会議所の一員として活動させていただきます。この度策定させていただいた中長期計
画の実現に向けて私自身が先頭に立って邁進していくことをお誓い申し上げ、担当委員長の総括とさせていただきます。

２０１８年１１月 組織改革特別委員会 理事委員長 林 大輔


	一般社団法人西宮青年会議所
	目次
	多様性を活かせる組織を目指して　�～活動の仕方改革～
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	「改革の志士」名簿
	ワーキンググループ日程、実施内容
	結びに（担当委員長総括）

